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（ マイクロペリメトリーと光干渉断層法の同時解析による網膜色素変性症の網膜構

造と機能の直接比較                          ） 
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論 文 内 容 の 要 旨 

 

 網膜色素変性（RP）は遺伝性の網膜変性疾患で、夜盲や視野狭窄を初期症状として、

最終的には中心視力が低下し、失明に至る。中心視力は RP 患者の QOL に直結しており、

病状把握や治療薬開発には、黄斑機能を正確に反映する指標の確立が必須である。 
 黄斑機能の評価には、これまで視力や視野検査など主観的な検査が用いられてきたが、

近年の眼底三次元画像解析（OCT）の進歩に伴い、網膜構造の微細な変化を客観的かつ正

確に捉えることができるようになった。今回我々は、黄斑の特定部位の網膜感度を測定で

きるマイクロペリメトリー(MP-3)と、OCT での同部位の網膜構造を比較し、RP 患者の黄

斑部における網膜機能-構造の関連性を調べた。 
 30 名の RP 患者を対象として、MP-3 で黄斑周囲半径 8°の範囲（40 検査点）の網膜感度

を測定した。OCT で網膜全層厚（total retinal thickness: TRT）・網膜外層厚（outer retinal 
thickness: ORT）を計測し、MP-3 の各刺激点における網膜感度と網膜厚の相関関係を黄斑

周囲 2°（4 点）、4°（12 点）、6°（12 点）、8°（12 点）で解析した。 
TRT と網膜感度は 2°-6°で中等度に相関し（2°(中央値ρ= 0.59 四分位範囲（IQR）

[0.38–0.72]）、4°（ρ= 0.59 [0.55–0.68]）、6°（ρ= 0.60 [0.54– 0.63]）)、 8°では弱い

相関を示した（ρ= 0.27 [0.19–0.48]）。 ORT は、2°-6°で強い相関を示し（2°（ρ= 0.72 
[0.60–0.81]）、4°（ρ= 0.71 [0.75–0.67]）6°（ρ= 0.70 [0.54–0.74]））、 8°で中程度の

相関を示した（ρ= 0.34 [0.29–0.53]）。 ORT は、TRT と比較して網膜感度とより強く相

関していた（p = 0.018）。 
6°離心率内の ORT は網膜感度と強く相関しており、これらの領域での ORT 測定は RP

の黄斑機能と病態進行の評価に役立つことが示唆された。



 

 


